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主論文 

Applicability of the linear-quadratic model to hypofractionated radiotherapy. 
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論文審査の要旨 

 

放射線照射の効果および正常組織への障害を照射前に詳細に検討することは、最大限

の治療効果を最小の有害事象のもとに施行するために不可欠である。放射線の組織に対

する効果を評価する方法として linear-quadratic モデル (LQ モデル) が頻用されている

が、1 回の照射線量を増加し照射回数を減じた寡分割照射の評価における LQ モデルの

有効性については限界が指摘されている。本研究では、ヒト glioblastoma 細胞株をヌー

ドマウス皮下に移植した腫瘍モデルに対して、LQ モデルに基づく同等の生物学的等価

線量を得られる１回照射線量で照射回数を 1, 2, 4, 8 回に分割して照射を行い、腫瘍増大、

増殖能、幹細胞性に対する効果を比較検討した。その結果、いずれの分割照射において

も同様の腫瘍増大抑制が見られ、増殖能と幹細胞性にも差異は認められなかった。 

 公聴会では、実験モデルにおける glioblastoma のα/β比を 10 に設定した根拠や大線

量寡分割照射における正常組織への影響などについて質問がなされ、α/β比については

一定の見解がないために汎用されている値を用いたが、10 以外のα/β比と仮定して算

出した場合と比較しても妥当な結果であったこと、および、１回線量が大きいと腫瘍血

管等の障害により、１回照射線量が比較的小さい多分割照射よりも効果が増大すること

が期待されたが、本研究の照射線量は血管障害には不十分であったと推定されるとの、

適切な回答が得られた。 

 近年臨床応用が進められている寡分割照射において LQ モデルがその効果の評価に有

用であることを示した重要な研究であると見なされる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに放射線腫瘍学の進歩に寄与す

るところが大きいと認める。 
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